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天
折
の
画
家
　
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ボ
ニ
ン
ト
ン
松
島
　
正
　
一
（
1
）
一173一
　
ロ
ン
ド
ン
の
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
．
ス
ト
リ
ー
ト
か
ら
北
に
走
る
ベ
イ
カ
ー
・
ス
ト
リ
ー
ト
を
数
分
歩
い
て
右
に
折
れ
る
と
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
．
ス
ク
エ
ア
ー
と
い
う
静
か
な
一
画
が
あ
る
。
こ
の
東
側
に
「
ウ
ォ
レ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
い
う
名
の
美
術
館
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
何
度
か
足
を
運
ん
だ
が
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
ス
ト
リ
ー
ト
や
ベ
イ
カ
ー
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
喧
騒
を
抜
け
て
、
美
術
館
に
辿
り
着
く
と
、
こ
ん
な
に
も
閑
静
な
場
所
が
ロ
ン
ド
ン
の
中
心
地
に
あ
る
の
が
不
思
議
な
気
が
す
る
。
ウ
ォ
レ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
絵
画
の
み
な
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
絵
画
の
蒐
集
で
も
有
名
で
あ
る
。
ま
た
、
武
具
、
そ
れ
と
時
計
の
蒐
集
の
す
ば
ら
し
さ
は
知
る
人
ぞ
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
美
術
館
に
ゲ
イ
ン
ズ
バ
ラ
や
フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル
の
大
作
に
隠
れ
て
、
多
数
の
ボ
ニ
ン
ト
ン
の
小
品
が
ひ
っ
そ
り
と
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ボ
ニ
ン
ト
ン
の
作
品
を
ま
と
め
て
見
る
の
は
初
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
天折の画家　リチャード・ボニントン（松島）
作
品
の
前
に
た
た
ず
む
と
、
何
か
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
感
じ
を
抱
い
た
の
か
、
そ
の
時
は
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
親
し
ん
で
き
た
フ
ラ
ン
ス
印
象
派
の
作
品
に
似
て
い
る
か
ら
だ
、
と
気
づ
い
た
の
は
美
術
館
を
後
に
し
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
ボ
ニ
ン
ト
ン
と
い
う
画
家
に
興
味
を
引
か
れ
、
彼
の
画
集
や
研
究
書
を
ロ
ン
ド
ン
の
書
店
で
捜
し
て
み
た
が
、
収
穫
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
も
ボ
ニ
ン
ト
ン
の
評
価
は
低
い
よ
う
に
思
え
た
。
　
と
こ
ろ
で
、
り
チ
ャ
ー
ド
・
パ
ー
ク
ス
・
ボ
ニ
ン
ト
ン
（
一
入
〇
二
ー
一
入
二
入
）
の
名
前
は
日
本
で
ど
の
く
ら
い
知
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
　
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
で
あ
る
が
、
生
涯
の
大
部
分
を
フ
ラ
ン
ス
で
送
っ
た
画
家
で
あ
る
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
絵
画
史
に
も
僅
か
し
か
登
場
し
な
い
。
彼
は
ユ
ー
ジ
ン
・
ド
ラ
ク
ロ
ワ
（
一
七
九
入
～
一
入
六
三
V
、
テ
オ
ド
ー
ル
．
ジ
ェ
リ
コ
ー
（
一
七
九
一
～
一
八
二
四
）
な
ど
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
著
名
な
画
家
た
ち
と
親
交
を
結
ん
で
い
る
。
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
大
画
家
に
な
る
可
能
性
を
十
分
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
二
五
歳
で
世
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
そ
の
無
名
性
と
関
係
が
あ
り
そ
う
だ
。
　
絵
画
の
大
き
な
流
れ
と
し
て
は
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
の
作
品
は
フ
ラ
ン
ス
の
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
絵
画
史
上
の
位
置
づ
け
と
し
て
は
、
ト
マ
ス
・
ガ
ー
テ
ィ
ン
、
J
・
M
・
W
・
タ
ー
ナ
ー
な
ど
の
イ
ギ
ー
ー
ス
．
ロ
マ
ン
派
の
画
家
と
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
、
ジ
ェ
リ
コ
ー
な
ど
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
と
を
結
び
つ
け
る
の
が
ボ
ニ
ン
ト
ン
で
あ
る
。
二
五
歳
で
天
折
し
た
わ
り
に
は
、
彼
の
作
品
数
は
か
な
り
多
い
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
ジ
ョ
ン
・
キ
ー
ツ
（
一
七
九
五
～
一
八
二
一
）
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
作
曲
家
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
（
一
七
九
七
～
一
入
二
入
）
の
高
名
さ
に
比
べ
る
と
、
同
じ
天
折
で
も
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
あ
ま
り
に
も
気
の
毒
な
気
が
す
る
。
　
ロ
ン
ド
ン
か
ら
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
に
出
か
け
た
の
は
七
月
で
あ
っ
た
。
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
は
ア
ラ
ン
・
シ
リ
ト
ー
の
小
説
の
舞
台
一174一
天折の画家　リチャード・ボニントン（松島）
で
も
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
バ
ス
で
、
D
・
H
・
ロ
レ
ン
ス
の
故
郷
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
を
訪
ね
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
鉄
道
の
駅
か
ら
バ
ス
・
ス
テ
イ
シ
ョ
ン
ま
で
は
か
な
り
の
距
離
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
れ
で
は
市
内
見
物
を
と
い
う
気
に
な
り
、
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
城
に
出
か
け
た
。
驚
い
た
こ
と
に
、
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
城
の
な
か
に
あ
る
「
キ
ャ
ス
ル
・
ミ
ュ
！
ジ
ア
ム
」
に
な
ん
と
ボ
ニ
ン
ト
ン
の
絵
が
か
な
り
多
量
に
展
示
さ
れ
て
い
た
。
　
驚
く
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
近
郊
の
ア
ー
ノ
ル
ド
村
に
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
祖
父
は
刑
務
所
の
所
長
で
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
の
父
親
も
そ
の
後
を
継
い
だ
が
、
や
が
て
そ
の
職
を
失
っ
て
し
ま
う
。
父
親
は
肖
像
画
家
と
し
て
身
を
立
て
よ
う
と
す
る
。
彼
は
ア
ク
ア
テ
ィ
ン
ト
（
蝕
刻
凹
版
法
の
一
種
）
で
版
画
を
出
版
し
た
り
も
し
て
い
る
。
母
親
の
方
は
一
時
期
、
学
校
を
経
営
し
た
り
も
し
て
い
る
。
　
ボ
ニ
ン
ト
ン
の
両
親
の
経
歴
か
ら
考
え
て
、
彼
は
父
親
か
ら
は
絵
画
的
基
盤
、
母
親
か
ら
は
文
学
的
教
養
を
受
け
継
い
だ
と
思
わ
れ
る
。
父
親
は
軽
率
な
言
動
が
多
く
、
卑
し
い
人
々
と
交
際
し
、
政
治
的
に
は
過
激
な
意
見
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
た
め
に
妻
の
学
校
は
破
産
し
て
し
ま
っ
た
。
一
家
の
経
済
的
基
盤
で
あ
っ
た
学
校
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
一
家
は
や
む
な
く
フ
ラ
ン
ス
の
カ
レ
ー
へ
と
逃
亡
す
る
こ
と
に
な
る
。
カ
レ
！
で
は
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
家
は
レ
ー
ス
製
造
の
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
に
な
る
。
「
入
一
七
年
、
こ
の
時
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
一
五
歳
で
あ
っ
た
。
　
イ
ギ
リ
ス
の
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
地
方
は
産
業
革
命
の
中
心
地
帯
で
あ
り
、
産
業
革
命
の
進
行
と
と
も
に
運
河
が
発
達
し
た
地
域
で
あ
る
。
運
河
は
鉄
道
の
発
達
と
と
も
に
す
た
れ
て
は
い
っ
た
が
、
か
な
り
の
数
の
運
河
が
保
存
さ
れ
て
残
っ
て
お
り
、
利
用
も
さ
れ
て
い
る
。
　
ボ
ニ
ン
ト
ン
の
時
代
、
つ
ま
り
一
九
世
紀
初
頭
に
あ
っ
て
は
、
「
旅
行
」
は
大
変
な
費
用
が
か
か
る
も
の
で
、
普
通
の
庶
民
に
は
一175一
天折の画家　リチャード・ボニントン（松島）
高
嶺
の
花
で
あ
っ
た
。
「
旅
行
」
の
で
き
な
か
っ
た
ジ
ョ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
を
画
家
に
し
た
の
が
、
故
郷
の
ス
ト
ウ
河
の
風
景
で
あ
る
と
言
え
る
な
ら
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
を
作
っ
た
の
は
運
河
の
港
（
ポ
：
ト
）
と
船
舶
（
シ
ッ
ピ
ン
グ
）
で
あ
っ
た
、
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
運
河
を
見
て
育
っ
た
ボ
ニ
ン
ト
ン
で
は
あ
る
が
、
海
を
実
際
に
見
た
の
は
家
族
と
と
も
に
カ
レ
ー
に
向
け
て
発
っ
た
時
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
カ
レ
ー
に
落
ち
着
い
た
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
海
を
見
て
過
ご
し
、
そ
の
海
が
彼
の
作
品
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
く
が
、
こ
の
「
海
」
は
生
ま
れ
故
郷
の
運
河
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
2
）
　
イ
ギ
リ
ス
は
十
入
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
前
半
の
ほ
ぼ
一
世
紀
の
間
に
、
J
・
R
・
カ
ズ
ン
ズ
、
タ
ー
ナ
ー
、
ト
マ
ス
・
ガ
ー
テ
ィ
ン
ら
、
ジ
ョ
ン
・
セ
ル
・
コ
ッ
ト
マ
ン
ら
の
優
れ
た
水
彩
画
家
を
多
数
輩
出
さ
せ
、
イ
ギ
リ
ス
水
彩
画
の
全
盛
時
代
を
作
り
上
げ
た
。
　
イ
ギ
リ
ス
の
風
景
画
に
は
二
つ
の
大
き
な
流
れ
が
あ
っ
た
。
そ
の
二
つ
の
流
れ
と
は
、
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
に
源
流
を
持
つ
「
地
誌
的
風
景
画
」
（
↓
。
o
。
α
q
「
昌
三
。
巴
い
餌
巳
ω
。
巷
Φ
）
と
、
南
欧
イ
タ
リ
ア
の
影
響
に
よ
り
十
入
世
紀
中
に
出
現
し
て
き
た
「
理
想
的
風
景
画
」
（
H
α
Φ
巴
い
雪
α
8
0
Φ
）
の
流
れ
で
あ
る
。
　
「
地
誌
的
風
景
画
」
は
、
現
実
の
場
所
や
光
景
を
事
実
通
り
に
描
写
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
、
風
景
の
対
象
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
の
町
並
み
と
か
テ
’
ム
ズ
河
な
ど
の
英
国
内
の
風
景
を
と
り
上
げ
る
。
画
家
の
審
美
感
や
個
人
的
印
象
を
極
力
抑
え
て
、
対
象
物
を
正
確
に
写
実
的
に
描
写
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
単
色
画
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
発
展
し
、
光
と
大
一176一
天折の画家　リチャード・ボニントン（松島）
気
の
か
も
し
だ
す
雰
囲
気
を
効
果
的
に
表
現
し
た
。
さ
ら
に
単
色
有
彩
の
地
色
の
上
に
重
ね
て
使
う
色
の
範
囲
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
き
、
英
国
化
し
て
い
っ
た
。
　
「
理
想
的
風
景
画
」
は
、
自
然
の
風
景
を
そ
の
ま
ま
描
写
し
よ
う
と
は
せ
ず
、
自
然
の
中
の
不
完
全
な
も
の
を
取
り
除
き
、
美
し
い
要
素
の
み
を
選
び
出
し
、
そ
の
要
素
を
自
由
に
組
み
立
て
、
最
も
美
し
く
あ
る
べ
き
理
想
的
風
景
を
作
り
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
自
国
の
風
景
を
描
く
画
家
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
に
、
風
景
画
と
い
う
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
「
崇
高
美
」
（
↓
冨
ω
号
＝
ヨ
①
）
、
ま
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ギ
ル
ピ
ン
（
一
七
二
四
～
一
入
〇
四
）
ら
に
よ
る
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
な
美
」
（
↓
冨
距
9
霞
Φ
ω
ρ
二
Φ
）
の
流
行
が
あ
っ
た
。
　
水
彩
画
に
お
い
て
も
新
し
い
技
法
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
迄
主
流
で
あ
っ
た
油
絵
に
比
べ
て
一
段
低
く
見
ら
れ
て
い
た
水
彩
画
が
、
光
と
雰
囲
気
を
与
え
る
た
め
の
効
果
的
な
技
法
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
一
八
〇
四
年
、
水
彩
画
家
た
ち
は
自
分
た
ち
の
名
誉
を
守
る
た
め
に
、
一
七
六
六
年
に
設
立
さ
れ
た
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
対
抗
し
て
、
「
伝
統
水
彩
協
会
」
を
設
立
し
た
。
こ
の
協
会
の
創
設
に
よ
っ
て
、
水
彩
画
は
展
覧
会
の
出
品
作
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
3
）
　
カ
レ
ー
に
移
っ
た
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
、
ル
イ
・
フ
ラ
ン
シ
ア
（
一
七
七
三
～
一
八
三
九
）
と
い
う
画
家
に
認
め
ら
れ
て
そ
の
下
で
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
彼
が
フ
ラ
ン
シ
ア
の
も
と
で
学
ん
だ
の
は
幸
運
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
フ
ラ
ン
シ
ア
は
イ
ギ
リ
ス
で
ガ
ー
テ
ィ
一177一
天折の画家　リチャード・ボニントン（松島）
ン
（
一
七
七
五
ー
一
八
〇
二
）
や
ジ
ョ
ン
・
ヴ
ァ
ー
レ
（
一
七
七
入
～
一
入
四
二
）
な
ど
の
風
景
画
家
た
ち
と
一
緒
に
学
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
経
験
の
も
と
で
彼
独
自
の
技
法
を
水
彩
画
に
お
い
て
発
展
さ
せ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
雲
の
描
き
方
、
空
の
塗
り
方
な
ど
、
イ
ギ
リ
ス
の
水
彩
画
の
伝
統
を
吸
収
し
始
め
る
こ
と
に
な
る
。
　
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
絵
の
勉
強
に
励
ん
だ
が
、
息
子
に
レ
ー
ス
の
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
こ
と
を
期
待
し
た
両
親
は
そ
の
努
力
を
認
め
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
一
入
一
入
年
、
一
六
歳
の
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
両
親
の
反
対
を
押
し
き
っ
て
、
フ
ラ
ン
シ
ア
か
ら
の
紹
介
状
を
携
え
て
、
ダ
ン
ケ
ル
ク
の
モ
ー
レ
ル
市
長
の
も
と
に
旅
立
っ
た
。
ボ
ニ
ン
ト
ン
の
才
能
に
驚
い
た
市
長
は
、
更
に
本
格
的
に
絵
の
勉
強
を
さ
せ
る
た
め
に
彼
を
パ
リ
に
出
し
た
。
パ
リ
に
出
た
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
美
術
学
校
に
通
う
と
同
時
に
グ
ロ
男
爵
（
一
七
七
一
～
一
入
三
五
）
の
工
房
に
登
録
す
る
。
　
グ
ロ
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
イ
・
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
の
も
と
で
学
び
、
古
典
主
義
の
地
位
を
師
か
ら
引
き
継
い
だ
画
家
で
あ
る
。
だ
が
、
や
が
て
師
の
古
典
主
義
か
ら
離
脱
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
主
題
と
し
た
戦
争
画
を
数
多
く
描
き
、
今
日
で
は
ロ
マ
ン
主
義
の
先
駆
者
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
「
ア
グ
キ
！
ル
の
戦
い
」
（
一
入
〇
六
）
、
「
ユ
イ
ロ
ー
の
戦
い
」
（
一
八
〇
八
）
な
ど
の
作
品
が
特
に
有
名
で
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
失
墜
後
、
彼
の
芸
術
も
挫
折
し
、
一
八
二
〇
年
代
に
は
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
流
の
古
典
主
義
的
歴
史
画
に
復
帰
し
よ
う
と
努
め
た
の
だ
が
成
功
せ
ず
、
】
入
三
五
年
セ
ー
ヌ
河
に
身
を
投
げ
て
自
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
　
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
絵
画
の
主
流
は
歴
史
画
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
歴
史
画
は
二
つ
の
陣
営
に
分
か
れ
て
い
た
。
色
彩
を
ほ
ど
こ
す
前
に
す
べ
て
の
も
の
を
詳
細
に
描
く
べ
き
で
あ
る
と
信
じ
る
ア
ン
グ
ル
を
代
表
と
す
る
古
典
派
と
、
自
由
で
表
現
豊
か
な
筆
さ
ば
き
　
　
　
　
　
　
　
シ
ロ
ン
と
豊
か
な
色
彩
で
場
面
を
描
く
べ
き
で
あ
る
信
じ
る
ド
ラ
ク
ロ
ワ
を
代
表
と
す
る
ロ
マ
ン
派
で
あ
る
。
こ
の
時
代
は
古
典
派
と
ロ
マ
ン
派
の
対
立
、
そ
し
て
古
典
派
か
ら
ロ
マ
ン
派
へ
の
移
行
の
時
代
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ロ
一178一
天折の画家　リチャード・ボニントン（松島）
マ
ン
派
に
心
を
引
か
れ
て
い
る
。
彼
は
ル
ー
ブ
ル
に
通
い
オ
ラ
ン
ダ
・
フ
ラ
ン
ド
ル
派
の
模
写
に
励
ん
だ
が
、
そ
こ
で
偶
然
ド
ラ
ク
ロ
ワ
に
出
会
っ
た
と
い
う
。
二
人
は
す
ぐ
に
親
し
く
な
り
、
ジ
ェ
リ
コ
に
も
励
ま
さ
れ
た
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
ル
！
ベ
ン
ス
を
注
意
深
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ス
テ
イ
じ
ム
学
ん
だ
。
こ
こ
で
学
ん
だ
も
の
を
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
後
に
歴
史
的
衣
装
絵
画
に
利
用
し
て
い
る
。
　
古
典
派
と
ロ
マ
ン
派
の
対
立
は
絵
画
の
主
題
の
選
択
に
も
現
わ
れ
る
。
古
典
派
が
ギ
リ
シ
ア
・
“
！
マ
の
歴
史
に
題
材
を
と
る
の
に
対
し
て
ロ
マ
ン
派
は
中
世
の
ロ
マ
ン
ス
を
好
ん
だ
。
若
い
画
家
た
ち
は
歴
史
画
の
背
景
を
学
ぶ
た
め
に
ロ
ー
マ
に
出
か
け
る
か
、
中
世
の
遺
跡
を
見
に
北
フ
ラ
ン
ス
や
北
イ
タ
リ
ア
に
出
か
け
る
か
で
あ
っ
た
。
ロ
マ
ン
派
の
人
々
は
イ
ギ
リ
ス
に
も
出
か
け
、
そ
の
地
で
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
戯
曲
や
サ
ー
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
の
歴
史
小
説
な
ど
に
も
注
目
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
を
初
め
と
し
て
、
ル
ー
ア
ン
、
ル
・
ア
ー
ブ
ル
、
ブ
ラ
ロ
！
ニ
ュ
、
ダ
ン
ケ
ル
ク
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
北
部
の
海
岸
沿
い
を
旅
行
し
て
い
る
。
初
期
の
傑
作
と
い
わ
れ
る
「
聖
オ
マ
ー
ル
近
く
の
聖
べ
ー
リ
ン
修
道
院
」
（
一
八
二
二
）
と
い
う
油
絵
は
こ
の
旅
の
産
物
で
あ
る
（
こ
れ
は
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
の
カ
ス
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
あ
る
）
。
　
一
入
二
二
年
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
ニ
○
歳
の
時
、
こ
れ
ら
の
旅
行
を
題
材
と
し
た
作
品
を
パ
リ
の
サ
ロ
ン
に
初
出
品
す
る
。
二
四
年
の
サ
ロ
ン
で
は
、
彼
は
メ
ダ
ル
を
受
け
て
い
る
が
、
こ
の
年
の
サ
ロ
ン
に
は
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
や
ト
マ
ス
・
ロ
レ
ン
ス
の
作
品
も
展
示
さ
れ
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
「
干
し
草
車
」
が
フ
ラ
ン
ス
画
壇
に
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
た
。
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
が
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
フ
ラ
ン
ス
で
先
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
サ
ロ
ン
で
あ
っ
た
。
　
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
を
賞
賛
し
て
い
た
し
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
も
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
を
高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
、
一
入
二
五
年
二
人
は
イ
ギ
リ
ス
へ
の
旅
に
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
五
歳
の
時
に
イ
ギ
リ
ス
を
離
れ
て
以
来
、
入
年
ぶ
り
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
っ
た
。
二
人
の
友
情
が
厚
く
な
っ
た
の
は
、
こ
の
イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
で
あ
っ
た
。
二
人
は
ロ
ン
ド
ン
で
共
同
制
作
を
し
、
「
メ
イ
リ
一179一
天折の画家　リチャード・ポニントン（松島）
ッ
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
武
具
な
ど
を
描
い
た
り
し
た
。
パ
リ
に
戻
っ
て
か
ら
も
二
人
は
工
房
を
共
有
し
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
お
か
げ
で
交
友
関
係
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。
　
一
入
二
五
年
イ
ギ
リ
ス
訪
問
か
ら
パ
リ
に
戻
っ
た
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
、
自
分
の
作
品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
故
郷
イ
ギ
リ
ス
だ
と
確
信
す
る
よ
う
に
な
る
。
一
八
二
六
年
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ユ
ー
シ
ョ
ン
に
「
フ
ラ
ン
ス
海
岸
」
「
漁
師
の
い
る
フ
ラ
ン
ス
海
岸
」
の
二
枚
の
絵
を
出
品
し
、
二
枚
と
も
売
れ
た
。
『
リ
テ
ラ
リ
ー
・
ガ
ゼ
ッ
ト
』
の
批
評
家
か
ら
「
ボ
ニ
ン
ト
ン
と
は
何
者
か
P
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
カ
タ
ロ
グ
に
も
こ
の
男
の
名
前
を
見
た
こ
と
は
な
い
が
、
今
こ
こ
に
風
景
画
に
お
い
て
第
一
位
を
飾
る
絵
が
あ
る
。
日
光
、
遠
近
、
活
力
、
色
彩
の
配
置
に
お
け
る
美
の
感
覚
、
マ
ス
で
あ
れ
小
さ
い
部
分
で
あ
れ
　
　
こ
れ
ら
が
部
屋
に
異
様
な
光
彩
を
添
え
て
い
る
。
」
と
熱
狂
的
な
注
目
を
受
け
る
。
二
週
間
後
、
同
じ
批
評
家
は
「
漁
師
の
い
る
フ
ラ
ン
ス
海
岸
」
に
ふ
れ
て
「
こ
れ
迄
、
注
目
す
べ
き
こ
の
絵
ほ
ど
み
ご
と
に
戸
外
の
日
の
照
る
昼
中
の
特
徴
を
表
現
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
し
、
主
題
が
与
え
る
単
純
な
素
材
か
ら
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
も
の
を
作
り
上
げ
た
画
家
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
荒
削
り
の
広
い
絵
筆
で
彼
は
人
物
と
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
特
徴
と
、
輝
く
透
明
な
す
ば
ら
し
い
色
調
を
捉
え
て
い
る
。
」
と
絶
賛
し
て
い
る
。
　
ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
ボ
ニ
ン
ト
ン
の
外
向
的
な
性
格
に
引
か
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
孤
独
感
に
悩
ま
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
の
で
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
の
存
在
は
そ
れ
を
癒
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
更
に
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
の
衣
装
の
趣
味
の
良
さ
は
、
ダ
ン
デ
ィ
好
み
の
ド
ラ
ク
ロ
ワ
を
喜
ば
せ
た
よ
う
だ
。
ボ
ニ
ン
ト
ン
と
ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
・
ス
タ
イ
ル
の
衣
服
や
靴
の
フ
ラ
ン
ス
導
入
に
功
績
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
で
あ
る
か
ら
。
　
そ
ん
な
ド
ラ
ク
ロ
ワ
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
が
イ
ギ
リ
ス
を
訪
れ
た
と
き
、
英
国
人
が
あ
ま
り
に
も
み
す
ぼ
ら
し
い
衣
服
を
纏
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
驚
い
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
英
国
婦
人
が
汚
い
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
と
不
細
工
な
靴
を
履
い
て
い
る
の
に
も
大
変
な
一180一
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
後
年
、
け
、
重
そ
う
な
靴
を
履
い
て
、
る
。
ド
ラ
ク
ロ
ワ
が
パ
リ
で
タ
ー
ナ
ー
と
会
っ
た
時
の
印
象
を
「
タ
ー
ナ
ー
は
黒
の
野
蛮
な
上
着
を
つ
ま
る
で
農
夫
み
た
い
に
見
え
た
が
、
そ
れ
も
特
に
驚
く
程
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
（
4
）
天折の画家　リチャード・ボニントン（松島）
　
一
八
二
六
年
春
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
シ
ャ
ル
ル
・
リ
ベ
ッ
ト
男
爵
と
と
も
に
ヴ
ェ
ニ
ス
に
出
か
け
る
。
男
爵
は
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
友
人
で
、
新
興
ロ
マ
ン
派
の
パ
ト
ロ
ン
で
も
あ
り
、
彼
自
身
画
家
で
も
あ
っ
た
。
四
月
四
日
に
パ
リ
を
発
ち
、
十
一
週
間
の
旅
行
で
あ
っ
た
。
こ
の
旅
行
中
の
出
来
事
は
、
リ
ベ
ッ
ト
が
日
記
を
残
し
て
い
る
の
で
、
か
な
り
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
二
人
は
パ
リ
か
ら
南
下
し
、
セ
ム
ー
ル
、
ド
レ
を
通
っ
て
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
出
た
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
、
シ
オ
ン
、
ブ
リ
ュ
グ
経
由
で
ア
ル
プ
ス
越
え
を
し
、
イ
タ
リ
ア
に
入
っ
た
。
ま
ず
ミ
ラ
ノ
で
数
日
を
過
ご
し
、
ブ
レ
シ
ア
を
通
っ
て
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
に
出
た
の
は
四
月
一
入
日
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
二
日
後
に
ヴ
ェ
ニ
ス
に
到
着
し
た
が
、
あ
い
に
く
と
ヴ
ェ
ニ
ス
は
雨
で
、
空
は
ど
ん
よ
り
と
し
た
鉛
色
で
あ
っ
た
。
「
陽
光
の
ヴ
ェ
ニ
ス
」
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
が
「
雨
の
ヴ
ェ
ニ
ス
」
を
描
か
な
か
っ
た
の
は
残
念
な
気
が
す
る
。
タ
ー
ナ
ー
や
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
と
比
べ
て
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
雰
囲
気
に
影
響
さ
れ
る
タ
イ
プ
の
画
家
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
悪
天
候
は
彼
の
絵
筆
を
鈍
ら
せ
た
。
天
候
同
様
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
も
憂
轡
な
気
分
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
　
帰
る
頃
に
な
っ
て
や
っ
と
空
が
晴
れ
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
の
憂
欝
な
気
分
も
直
っ
た
。
彼
を
捉
え
た
の
は
、
ヴ
ェ
ニ
ス
の
建
築
物
と
一181一
天折の画家　リチャード・ボニントン（松島）
広
々
と
し
た
水
、
ヴ
ェ
ニ
ス
派
の
巨
匠
た
ち
が
好
ん
で
描
い
た
古
の
衣
装
の
美
し
さ
で
あ
っ
た
。
ヴ
ェ
ニ
ス
派
の
巨
匠
た
ち
の
絵
画
や
建
築
物
に
囲
ま
れ
て
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
こ
れ
迄
夢
に
ま
で
見
た
色
彩
の
美
し
さ
と
芸
術
性
を
発
見
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
　
ヴ
ェ
ニ
ス
旅
行
は
ボ
ニ
ン
ト
ン
に
歴
史
感
覚
の
大
切
さ
を
自
覚
さ
せ
た
。
彼
は
人
物
画
で
ヴ
ェ
ニ
ス
派
の
巨
匠
た
ち
の
色
彩
と
競
お
う
と
思
っ
た
よ
う
だ
が
、
彼
の
ヴ
ェ
ニ
ス
滞
在
は
不
運
で
あ
っ
た
。
光
と
太
陽
の
魅
力
を
充
分
に
味
わ
う
に
は
天
候
が
悪
く
、
三
週
間
の
滞
在
期
間
も
短
す
ぎ
た
。
ヴ
ェ
ニ
ス
を
去
る
日
が
や
っ
て
来
る
と
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
黙
り
こ
く
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
リ
ベ
ッ
ト
は
記
し
て
い
る
。
　
帰
途
は
パ
デ
ュ
ア
、
フ
ェ
ラ
ー
ラ
、
ボ
ロ
ー
ニ
ア
を
回
っ
て
フ
ィ
レ
ン
チ
ェ
に
着
き
、
そ
こ
に
一
週
間
滞
在
し
た
。
こ
の
間
、
ピ
サ
に
も
出
か
け
て
い
る
。
フ
ィ
レ
ン
チ
ェ
か
ら
は
サ
ル
ザ
ナ
、
レ
リ
テ
ィ
、
ラ
・
ス
ペ
ジ
ィ
ア
、
ア
レ
サ
ン
ド
リ
ア
、
テ
ユ
ー
リ
ン
経
由
で
パ
リ
に
戻
っ
た
。
　
ヴ
ェ
ニ
ス
滞
在
中
に
、
父
親
か
ら
の
手
紙
で
彼
が
半
年
間
に
描
い
た
絵
が
全
部
売
れ
た
と
い
う
知
ら
せ
を
受
け
て
い
た
が
、
パ
リ
に
戻
っ
て
み
る
と
そ
の
代
金
が
彼
を
待
っ
て
い
た
。
リ
ベ
ッ
ト
の
記
す
と
こ
ろ
で
は
、
一
月
か
ら
の
収
入
は
七
〇
〇
〇
～
入
○
○
○
フ
ラ
ン
に
も
達
し
て
い
た
。
こ
の
代
金
は
彼
の
画
家
と
し
て
の
成
功
を
確
実
に
約
束
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
前
途
に
は
輝
か
し
い
未
来
が
待
ち
受
け
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
し
か
し
、
未
来
に
は
暗
い
影
が
さ
し
て
い
た
。
イ
タ
リ
ア
旅
行
は
彼
の
体
力
を
消
耗
さ
せ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
彼
の
死
因
と
な
っ
た
結
核
の
発
病
は
こ
の
旅
行
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
一
入
二
七
年
に
な
る
と
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
の
体
力
は
次
第
に
衰
え
て
い
く
。
し
か
し
体
力
の
消
耗
と
反
比
例
し
て
、
彼
は
精
力
的
に
仕
事
を
こ
な
し
て
い
く
。
顧
客
か
ら
の
注
文
は
ま
す
ま
す
増
え
て
き
た
し
、
さ
ら
に
イ
タ
リ
ア
で
の
ス
ケ
ッ
チ
画
を
仕
上
げ
て
展
示
一182一
天折の画家　リチャード・ボニントン（松島）
す
る
こ
と
、
歴
史
や
文
学
に
主
題
を
と
っ
た
作
品
の
制
作
な
ど
、
や
る
べ
き
こ
と
が
沢
山
あ
っ
た
。
　
体
力
の
衰
え
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
フ
ラ
ン
ス
の
絵
画
市
場
に
依
存
し
す
ぎ
る
の
は
よ
く
な
い
と
考
え
て
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
接
触
を
大
々
的
に
図
る
た
め
の
手
段
を
講
じ
始
め
た
。
こ
の
判
断
に
は
先
見
の
明
が
あ
り
、
彼
の
慎
重
な
性
格
を
示
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
状
況
は
依
然
と
し
て
不
安
定
で
あ
り
、
何
か
政
治
的
動
乱
が
起
れ
ば
必
然
的
に
経
済
不
況
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
に
対
す
る
防
御
策
が
必
要
で
あ
る
と
彼
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
　
美
術
商
シ
ュ
ロ
ス
は
す
で
に
一
入
二
六
年
に
経
済
的
に
追
い
込
ま
れ
、
油
絵
を
購
入
す
る
の
は
止
め
て
本
来
の
版
画
商
に
戻
っ
て
い
た
。
彼
は
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
を
結
び
つ
け
る
重
要
な
美
術
商
で
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
の
作
品
を
世
に
出
す
の
に
力
を
貸
し
て
く
れ
た
し
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
絵
画
を
ロ
ン
ド
ン
で
買
い
つ
け
、
パ
リ
の
目
き
き
に
紹
介
し
た
。
従
っ
て
、
彼
の
商
売
の
縮
小
は
「
現
代
派
」
に
と
っ
て
は
大
き
な
打
撃
で
あ
っ
た
。
現
代
美
術
を
扱
う
美
術
商
は
他
に
も
い
た
が
、
彼
ら
も
経
済
的
に
苦
し
い
立
場
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
人
で
パ
リ
で
美
術
商
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
は
シ
ュ
ロ
ス
同
様
、
ロ
ン
ド
ン
で
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
を
買
い
続
け
て
い
た
が
、
破
産
に
よ
っ
て
終
わ
り
を
と
げ
た
。
こ
れ
は
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
に
と
っ
て
も
不
幸
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
経
済
的
に
重
要
な
収
入
源
を
失
っ
た
だ
け
で
な
く
、
国
際
的
な
名
声
を
打
ち
立
て
る
機
会
を
も
失
っ
た
。
も
し
彼
の
絵
画
が
パ
リ
で
売
れ
続
け
て
い
た
な
ら
ば
、
彼
の
故
郷
の
人
々
は
彼
を
も
っ
と
尊
敬
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
彼
が
見
捨
て
ら
れ
、
嘲
笑
さ
れ
た
芸
術
家
と
し
て
生
涯
を
終
え
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
自
分
の
作
品
の
発
表
舞
台
は
パ
リ
で
は
な
く
ロ
ン
ド
ン
に
す
べ
き
時
が
来
た
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
英
国
人
に
自
分
の
名
前
を
知
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
王
立
美
術
院
や
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ユ
ー
シ
ョ
ン
の
常
連
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ロ
ン
ド
ン
で
彼
の
作
品
を
扱
っ
て
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く
れ
る
美
術
商
を
捜
す
必
要
が
あ
っ
た
。
ド
ミ
ニ
ッ
ク
・
コ
ル
ナ
ー
ギ
が
候
補
と
し
て
考
え
ら
れ
た
。
彼
は
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
に
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
商
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
と
手
配
す
る
よ
う
に
勧
め
た
人
で
あ
っ
た
。
　
一
入
二
八
年
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
初
め
て
王
立
美
術
院
に
出
品
し
、
そ
の
夏
、
英
国
に
出
か
け
た
。
彼
は
コ
ル
ナ
ー
ギ
と
早
急
に
契
約
す
る
必
要
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
コ
ル
ナ
！
ギ
と
の
間
に
契
約
が
な
さ
れ
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
の
友
人
で
パ
ト
ロ
ン
で
も
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
も
彼
に
作
品
を
委
託
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
英
国
に
お
け
る
ボ
ニ
ン
ト
ン
の
友
人
に
、
美
術
と
彫
版
の
分
野
で
著
名
な
ク
ッ
ク
家
と
、
ボ
ン
ド
・
ス
ト
リ
ー
ト
で
書
籍
と
版
画
を
商
う
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
父
子
が
あ
っ
た
。
父
親
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
は
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
作
品
の
早
い
頃
か
ら
の
称
賛
者
で
、
す
で
に
一
入
一
四
年
に
は
「
水
門
」
を
描
い
た
絵
を
彼
か
ら
購
入
し
て
い
た
。
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
と
は
会
っ
て
い
な
い
が
、
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
家
で
、
「
水
門
」
を
含
め
て
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
幾
つ
か
の
絵
を
見
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
。
コ
ン
ス
タ
プ
ル
は
そ
れ
ま
で
見
も
知
ら
ぬ
人
で
あ
っ
た
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
が
、
た
だ
作
品
を
気
に
入
っ
て
購
入
し
て
く
れ
た
こ
と
を
と
て
も
喜
ん
だ
。
そ
の
後
は
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
商
店
か
ら
書
物
を
購
入
し
た
り
、
美
術
界
の
情
報
を
貰
っ
た
り
し
て
い
る
。
ボ
ニ
ン
ト
ン
の
死
後
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
ボ
ニ
ン
ト
ン
を
あ
ま
り
評
価
は
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
息
子
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
．
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
に
手
紙
で
ボ
ニ
ン
ト
ン
の
版
画
を
注
文
し
て
い
る
。
ボ
ニ
ン
ト
ン
と
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
父
子
の
間
の
親
密
な
関
係
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
の
間
に
は
何
も
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
妻
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
が
画
家
で
あ
っ
た
の
で
ボ
ニ
ン
ト
ン
の
肖
像
画
を
残
し
て
い
る
。
　
パ
リ
に
戻
っ
た
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
十
一
月
の
サ
ロ
ン
に
『
ヴ
ェ
ニ
ス
の
ド
ゥ
カ
ル
宮
の
景
色
』
な
ど
数
点
を
出
品
す
る
。
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一
入
二
入
年
の
春
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
五
月
に
開
催
さ
れ
る
王
立
美
術
院
の
展
覧
会
の
準
備
の
た
め
に
ロ
ン
ド
ン
に
渡
る
。
今
度
は
フ
ォ
ー
ス
タ
i
夫
人
か
ら
の
サ
ー
・
ト
マ
ス
・
ロ
レ
ン
ス
宛
の
紹
介
状
を
携
え
、
こ
の
機
会
に
ロ
レ
ン
ス
に
自
分
の
作
品
を
見
て
貰
う
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
ロ
レ
ン
ス
は
一
入
二
〇
年
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ウ
ェ
ス
ト
の
あ
と
を
継
い
で
王
立
美
術
院
の
院
長
に
就
任
し
た
英
国
画
壇
の
大
御
所
で
あ
る
。
も
っ
と
も
ロ
レ
ン
ス
は
肖
像
画
家
で
あ
っ
た
か
ら
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
が
ロ
レ
ン
ス
に
見
せ
た
作
品
は
風
景
画
で
は
な
く
、
人
物
画
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
五
月
の
展
覧
会
に
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
ヴ
ェ
ニ
ス
の
風
景
画
と
、
フ
ラ
ン
ス
王
ア
ン
リ
ー
入
世
の
人
物
画
の
二
点
を
出
品
し
た
。
ボ
ニ
ン
ト
ン
の
作
品
を
見
た
『
リ
テ
ラ
リ
ー
・
ガ
ゼ
ッ
ト
』
の
批
評
家
は
「
短
期
間
の
う
ち
に
、
こ
の
有
能
な
画
家
は
輝
か
し
い
絵
筆
で
目
覚
ま
し
く
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、
ど
の
作
品
も
彼
の
才
能
を
十
分
に
保
証
し
て
い
る
」
と
絶
賛
し
て
い
る
。
　
彼
の
必
死
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
の
病
状
は
ま
す
ま
す
悪
化
し
て
い
っ
た
。
七
月
に
ロ
ン
ド
ン
か
ら
パ
リ
に
戻
っ
た
彼
の
体
力
は
消
耗
し
き
っ
て
い
た
が
、
そ
の
創
作
意
欲
は
衰
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
は
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
地
方
に
旅
行
す
れ
ば
病
状
も
回
復
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
友
人
の
画
家
ユ
エ
ッ
ト
と
出
か
け
る
計
画
を
た
て
た
。
し
か
し
出
発
前
に
突
然
、
彼
の
病
状
は
悪
化
し
、
パ
リ
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
は
や
彼
は
友
人
の
助
け
を
か
り
て
、
近
く
の
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
の
森
に
出
か
け
る
の
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
。
一
入
二
八
年
の
真
夏
に
は
、
車
椅
子
が
必
要
と
さ
え
な
っ
た
。
そ
し
て
あ
る
日
、
セ
ー
ヌ
河
の
土
手
で
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
い
る
と
、
彼
は
日
射
病
に
襲
わ
れ
て
倒
れ
て
し
ま
う
。
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最
後
の
望
み
と
し
て
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
の
家
族
は
彼
を
イ
ギ
リ
ス
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
に
リ
ュ
ウ
マ
チ
と
結
核
の
治
療
で
有
名
な
医
者
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。
パ
リ
か
ら
の
移
動
は
駅
馬
車
で
あ
り
、
家
族
が
ア
ヴ
ェ
ビ
ル
に
到
着
し
た
の
は
九
月
六
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
に
は
も
う
手
紙
を
書
く
こ
と
も
で
き
ず
、
ジ
ョ
ン
・
パ
レ
ッ
ト
へ
の
手
紙
も
母
親
に
口
述
筆
記
し
て
も
ら
い
、
自
分
の
名
前
を
署
名
す
る
の
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
手
紙
の
中
で
自
分
は
病
気
治
療
の
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
に
行
く
が
、
も
う
駄
目
だ
と
深
い
絶
望
感
を
表
明
し
て
い
る
。
　
ロ
ン
ド
ン
に
着
い
た
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
ジ
ョ
ン
・
パ
レ
ッ
ト
の
家
に
滞
在
す
る
。
彼
は
瀕
死
の
身
で
は
あ
っ
た
が
、
芸
術
上
の
実
験
や
革
新
に
対
す
る
情
熱
は
衰
え
ず
、
彫
版
師
W
・
J
・
ク
ッ
ク
の
も
と
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
、
椅
子
に
支
え
ら
れ
て
、
当
時
ク
ッ
ク
が
試
験
し
て
い
た
新
し
い
褐
色
の
イ
ン
ク
で
ス
ケ
ッ
チ
を
し
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
様
子
は
こ
の
頃
ク
ッ
ク
の
も
と
で
徒
弟
修
業
を
し
て
い
た
ジ
ョ
ン
・
サ
ド
ラ
ー
に
よ
っ
て
書
き
残
さ
れ
て
い
る
。
　
ボ
ニ
ン
ト
ン
は
一
入
二
入
年
九
月
二
三
日
、
あ
と
一
か
月
で
二
六
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
こ
と
も
な
く
ジ
ョ
ン
・
パ
レ
ッ
ト
の
家
で
死
ん
だ
。
彼
の
遺
体
は
ペ
ン
ト
ン
ヴ
ィ
ル
の
聖
ジ
ェ
ム
ス
教
会
に
埋
葬
さ
れ
た
（
一
八
三
七
年
六
月
、
彼
の
遺
体
は
ケ
ン
サ
ル
・
グ
ー
ー
ー
ン
墓
地
に
埋
め
替
え
ら
れ
た
）
。
葬
式
で
は
サ
ー
・
ト
マ
ス
・
ロ
レ
ン
ス
を
先
頭
と
し
て
多
く
の
王
立
美
術
院
会
員
が
葬
列
に
従
っ
た
。
ま
だ
二
六
歳
に
満
た
な
い
、
会
員
で
も
な
い
画
家
に
対
す
る
葬
儀
と
し
て
は
異
例
の
こ
と
で
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
が
当
時
の
画
家
の
な
か
で
実
に
異
色
な
地
位
を
占
め
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
一186一
（
英
米
文
学
科
　
教
授
）
